
使用する工具&ご用意いただくもの

1 壁掛け金具本体 ×1

プラスドライバー 鉛筆／ペン ソケットレンチ

2 VESAブラケット ×2

壁への設置の際は必ず耐荷重強度のある壁や壁裏の間
柱に設置してください。石膏ボード壁のみへの設置はお
止めください。無理な設置はテレビの落下、ケガの原因と
なります。

配線を壁掛け金具に挟み込んだり、無理に引っ張ったりし
ないでください。ショートや火災の原因となります。

エアコンの近辺に機器本体を取り付けないで下さい。 
テレビに悪影響をあたえたり、火災・感電の原因となり
ます。

機器本体を壁掛け金具に取り付ける際は、必ず付属のネ
ジをしっかりと締め、テレビが安定していることを確認して
ください。

組立・取り付けの不備による事故などについては、一切の
責任を負いかねますのでご了承願います。取り付け作業
は必ず専門業者に依頼してください。

組み立ての手順を守り、指定の箇所はすべて確実にネジ
止めして下さい。サイズの合わないネジや、ネジ山の破損
したネジ、さびたネジは絶対使わないでください。破損や
落下等、事故の原因となります。

壁掛け金具を改造したり、他の製品と組み合わせて使
用しないでください。破損や落下等、事故の原因となり
ます。

以下の場所には設置をしないでください。
破損や落下等、事故の原因となります。
　・振動・衝撃: 振動や衝撃の多い場所
　・湿気や高温多湿の場所
　・油煙や湯気のあたる場所
　・直射日光が当たる場所
　・人がぶら下がったり、寄りかかったりするような場所
　・屋外や海岸、温泉に近い場所
　・傾いたり、不安定な場所

●本製品は、対応機器を適切な角度に設置し、視聴するための製品です。他の用途ではご使用にならないでください。●取付作業
を行う際は、作業スペースを十分に確保してください。ケガや破損の原因となります。●本製品の対応インチは目安です。●耐荷
重を超える機器本体は取り付けないでください。●ご使用前に本製品に機器本体がしっかり装着されていることをご確認くださ
い。●位置の調整は静かに行ってください。また、必ず両手で操作してください。●テレビのサイズやVESA穴の位置によっては、
仕様に記載された角度まで十分に傾きを調整できない場合があります。●可動部分に手や足、衣類などを挟まないようにしてく
ださい。●壁掛け金具使用時にテレビが壁にあたる恐れがありますので、ご注意ください。●定期的にネジのゆるみなどを点検し、
必要に応じて締め直してください。●本製品に機器本体を取り付けたまま持ち運ばないでください。●機器本体の破損や故障、デ
ータの消失、消滅などについては一切の責任を負いかねますのでご了承ください。●亀裂などの破損、変形、劣化を発見した場合
はただちに使用を中止してください。●アルコール類、またはその他の薬品を本製品に付着させないでください。●硬い布で本
製品を拭かないでください。●乳幼児の手がとどかないところでご使用、保管してください。

設置、取り外しの際は、機器本体や周辺機器の電源をコ
ンセントから抜き、アンテナコード等の外部の後続コード
を外してから行ってください。コードが傷つき、火災、感電
の原因となります。

破損や落下等の事故を防ぐため、機器本体の取り付けや
取り外し作業は2人以上で行ってください。

記載されている耐荷重以上の機器本体を取り付けないで
ください。破損や落下等、事故の原因となります。

壁掛け金具の設置方法１

下地センサーを使用して間柱を見つけてください。1

間柱の位置がわかったら、壁掛け金具を間柱の位置に合わせて、水準器で水平で
あることを確認して、穴にマーキングしてください。

2

壁掛け金具を壁の取り付けたい位置に合わせて、水準器で水平であることを
確認して、穴にマーキングしてください。

1

マーキングした位置にネジ打ち用の下穴を開けます。2

下穴に樹脂アンカーを挿入し、下穴と壁掛け金具の穴の位置を合わせて、
壁掛け金具の穴とワッシャーにST6.3ｘ55ネジを通して、
ソケットレンチかプラスドライバーでしっかりと固定してください。

3マーキングした位置にネジ打ち用の下穴を開けます。3

下穴と壁掛け金具の穴の位置を合わせて、壁掛け金具の穴とワッシャーに
ST6.3×55ネジを通して、ソケットレンチかプラスドライバーで
しっかりと固定してください。

4

取り付け可能な壁の厚み：150mm以上木間柱壁　間柱2本必要
間柱ピッチ : 300～620mm
壁面パネル厚 : 16mm以下
間柱寸法 ： 幅30mm奥行き89mm以上

石膏ボード壁
の場合

電動ドリル

ワッシャー
×4M-F

スペーサー(5ｍｍ)
×８M-G

スペーサー(15mm)
×4M-H

ST6.3×55ネジ
×4W-A

樹脂アンカー
×4W-B

M6ワッシャー
×4W-C

コンクリート壁の場合

下地センサー

穴の深さ55mm

ドリル直径4.5mm

ネジ打ち用下穴サイズ

穴の深さ60mm

ドリル直径10mm

ネジ打ち用下穴サイズ

※樹脂アンカーは
　使用しません

×４W-A

W-C ×４

×4W-A

W-C ×4

W-B ×4

石膏ボード壁

間柱

壁掛け金具はゆるみや外れがないように、しっかり確実にネジを締め込み設置してください。
落下や思わぬ事故の原因となるおそれがあります。絵表示について

警 告 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性がある内容を示しています。

注 意 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が重傷を負う可能性や物的損害の発生が想定される内容を示しています。

取り扱い説明書 TV壁掛け金具 チルト式37～ 70インチ対応　　            TWM-CW01BK

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、ご利用者への危害や財産への損害を未然に防止するために、
いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容をご理解いただいた上で本文をお読みください。

75mm×75mm、100mm×100mm
100mm×150mm、150mm×100mm
100mm×200mm、200mm×100mm
150mm×150mm、200mm×200mm
300mm×200mm、400mm×200mm
300mm×300mm、400mm×300mm
400mm×400mm、600mm×400mm

取り付け可能な壁の厚み：150mm以上

○ 対応テレビ

○ 対応壁面

対応TVサイズ

耐荷重
対応VESA規格

石膏ボード壁の場合

コンクリート壁の場合

37～70インチ　フラットパネルテレビ
※対応インチは目安です

約50kg

木間柱壁　間柱2本必要
間柱ピッチ : 300～620mm
壁面パネル厚 : 16mm以下
間柱寸法 ： 幅30mm奥行き89mm以上

安全にご利用いただくために、下記の注意事項を必ずお守りください。

注意

警告

セット内容
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3 水準器 ×1

1

W-A

W-C

1

コンクリート壁

W-C
W-A

W-B

3

3

M6×30ネジ
×4M-D

M6×14ネジ
×4M-B

M8×20ネジ
×4M-C

M5×14ネジ
×4M-A

M8×30ネジ
×4M-E



テレビの取り付け方法2

壁掛け金具へのVESAブラケットの取り付け方法3

テレビ角度の調整方法4

テレビの穴にVESAブラケット、M8ワッシャーを合わせて、プラスドライバーでネジをしっかりと締めてください。1

テレビのVESA穴に対してネジやスペーサーを組み合わせて、適正なネジを確認してください。
首下の短いネジはテレビを十分保持できず、首下の長すぎるネジはテレビの内部に損傷を与える
恐れがあります。

※同梱のネジ以外の長さのネジが必要な場合には、別途市販のネジを各自でご用意ください。

VESAプレートがTV背面に対して平行になるように取り付けてください。

※テレビに合うネジを使用して、必要に応じてスペーサーの高さを選んで挟んでください。

テレビに取り付けたVESAブラケットのフック部分を
壁掛け金具アーム先端上部に引っ掛けてください。

1 VESAブラケット下部のネジをプラスドライバーで締めて固定します。2

平らな床など安定して十分な広さのある作業スペースを確保してください。
テレビモニター下に毛布などを敷いたうえで作業をおすすめします。

破損や落下等の事故を防ぐため、機器本体の取り付けや取り外し作業は2人以上で行ってください。

TWM-CW01BK_D1-00

左右のVESAブラケットのつまみを緩め角度調整し、つまみを締めて固定してください。

■ 垂直方向の角度を調節したい

※壁掛け金具はゆるみや外れがないように、しっかり確実にネジを締め込み
　設置してください。落下や思わぬ事故の原因となるおそれがあります。

※テレビのサイズや位置によっては、壁に取り付けた後でつまみを締めることが困難な場合があります。その場合は、あらかじめ角度を調整したうえで、壁に取り付けてください。 
※つまみは定期的に緩みがないか確認し、緩い場合は締めなおしてください。
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